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１．はじめに

この「上下水道工事資材等単価表」【以下、単価表】は、川崎市上下水道局が発注する水道工事及び下水道工事の積算に用いている資材単価等の一覧表になります。

２．単価表について

本単価表は、

(1)

(2) 当局の指定単価（物価資料に掲載の無い資材については独自設定）により構成されています。

なお、(1)の物価資料により単価設定しているものは、一般財団法人建設物価調査会及び一般財団法人経済調査会が著作権を保有しているため、単価の掲載をいたしません。

単価については、物価資料を参照してください。本単価表では、出典欄に「掲載」と示し、単価欄を「グレー網掛け」にしています。

単価表の中の「建設物価」及び「積算資料」のコード欄に記載されている数字は、

① 建設物価のコード欄に「１０桁数字」が記載されている場合は「Web建設物価」の「品目コード」、「コ＋数字」が記載されている場合は「季刊土木コスト情報」の「頁数」を表します。

② 積算資料のコード欄に「１２桁数字」が記載されている場合は「積算資料電子版」の「規格コード」、「施工＋数字」が記載されている場合は「季刊土木施工単価」の「頁数」を表します。

３．単価の採用について

(1) 物価資料による単価の場合、両誌に単価の掲載があるものは、平均価格を用いています。なお、片誌のみ掲載の場合は、その価格を用いています。

物価資料による単価の場合、各設定及び改定する月の単価は、その前月号及び前季号の単価に基づいています。（これについては、本単価表に掲載されている単価に限ります）

（例）

→ ア）「月刊建設物価（web含む）」と「月刊積算資料（別冊、電子版含む）」（毎月発売）

→ イ）「季刊土木コスト情報」と「季刊土木施工単価」（年４回発売）

→

→

(2) 資材単価で特に記載のない場合は、現着価格になります。

(3) 地区の採用順位は、川崎＞横浜＞神奈川＞東京＞関東＞本州＞全国になります。

(4) 大口と小口の区分がある場合は、大口を優先しています。（品名、規格が同じ材料で、②、③、小口のように単価が複数存在する場合は取引数量が多い単価を採用しています。）

(5) 物価資料の両誌に単価の掲載があるもので、適用都市が異なる場合、各誌における優先順位の最も高い地区の単価を用いております。

(6) 有効数字が円未満になる場合は、原則として円止めとしています（1円未満切捨て）。

※有効桁数は、0以外の数値が存在する最も高い位から最も低い位までの桁数により判定しています。（例：10,200→有効数字3桁）

(7) 平均価格を用いる場合は、次の端数処理をしています。

① 単価の有効桁数が同じ場合は、その有効数字を採用しています。

② 単価の有効桁数が異なる場合は、有効桁数の多い方を有効数字として採用しています。

③ ①、②のいずれの場合であっても有効桁数が3桁未満同士の場合は、有効数字3桁としています。

④ ①、②のいずれの場合であっても、賃料については有効数字3桁としています。

⑤ 有効数字の端数処理は、有効数字未満切捨てとしています。

⑥ 物価資料掲載単価の単位を変換するもの（例：「本」→「m」など）については、次のとおり行っております。

・単位換算を行った後の単価は、小数第2位（小数第3位以下切捨て）まで算出しています。

・両方の物価資料に単価の掲載がある場合は、その補正後単価の平均値を採用しています。

・一方の物価資料のみ掲載されている場合は、その補正後単価を採用しています。

・有効桁数は、物価資料の各掲載単価のうち最も多い桁数を採用しておりますが、有効数字3桁未満の場合は有効数字3桁とし、有効数字未満は切り捨てています。

（参考例）

「月刊建設物価」、「web建設物価」、「季刊土木コスト情報」（一般財団法人建設物価調査会刊行）及び「月刊積算資料」、「積算資料別冊」、「積算資料電子版」、「季刊土木施工
単価」（一般財団法人経済調査会刊行）【以下、物価資料】

４月設定 「物価資料」　ア）３月号　及び　イ）冬号

７月設定 「物価資料」　ア）６月号　及び　イ）春号

10月設定 「物価資料」　ア）９月号　及び　イ）夏号

１月設定 「物価資料」　ア）12月号　及び　イ）秋号

月刊建設物価 月刊積算資料 算出方法 採用価格

有効3桁以上の場合 A材料
掲載地区：川崎 掲載地区：川崎

(1,275+1,300)/2=1,287.5(有効4桁) 1,287円
1,275円 1,300円

1,520円
1,520円

有効3桁未満の場合 B材料
掲載地区：関東 掲載地区：全国

(1,700+1,600)/2=1,650(有効3桁) 1,650円
1,700円 1,600円

片誌掲載の場合 C材料
掲載地区：川崎

―

-20,200円
20,000円 20,500円

単位換算の場合 D材料
掲載地区：横浜

1,200円
掲載地区：東京

1,100円

（単位換算用数量を5.5とした場合）

209円1,200/5.5=218.18　　1,100/5.5=200

(218.18+200)/2=209.09(有効3桁)

マイナスの場合 スクラップ費
掲載地区：横浜 掲載地区：東京

(20,000+20,500)/2=20,250(有効3桁)



４．取扱い

・ この単価表の一部または全部を電子媒体または印刷物で、第三者に販売、貸与、及び譲渡等を禁じます。

・ 単価欄で「－（ハイフン）」と記載されているものは、当該月に単価を未設定のものです。

・ 本単価表は川崎市上下水道局ホームページ（下記アドレス）に公表しております。

・ 単価表に訂正及び改正等があった場合は、川崎市上下水道局ウェブサイト（下記アドレス）にて掲載いたします。

※ 川崎市上下水道局ウェブサイト： http://www.city.kawasaki.jp/800/index.html

５．地区名について

６．その他

・ 注意事項欄で「○」と記載されているものは、巻末の「注意事項（改定履歴等）」ページを確認してください。

・ また、「注意事項（改定履歴等）」は、本単価表の改定履歴を掲載しています。

事務担当

＜水道資材に関すること＞

・水道部水道管路課　　 　設計第1係 044-200-2195

＜下水道資材に関すること＞

・下水道部下水道管路課　 設計指導担当 044-200-2892

＜設備資材に関すること＞

・水道部施設整備課　　 　電気・機械担当 044-866-1121

・下水道部施設課　　　 　機械設計担当 044-200-2898

・下水道部施設課　 　　　電気設計担当 044-200-2899

地区名 対象市町村

川崎A 川崎市の川崎区、幸区

川崎B 川崎市の中原区、高津区、宮前区、多摩区、麻生区
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単価（円)

3月 都市 コード 都市 コード

労務費 R8610 技術者 労務 人 市内共通 指定 31,800

労務費 R9110 ｽﾃﾝﾚｽ溶接工 労務 人 市内共通 指定 31,000

労務費 R8603 清掃技師 労務 人 市内共通 指定 25,100

労務費 R8604 清掃作業員 労務 人 市内共通 指定 24,900

労務費 R8605 管路調査技師 労務 人 市内共通 指定 40,000

労務費 R8606 管路調査助手 労務 人 市内共通 指定 29,700

労務費 R8607 管路調査作業員 労務 人 市内共通 指定 21,500

労務費 R8608 管理技師 労務 人 市内共通 指定 45,400

労務費 R8611 補修技師 労務 人 市内共通 指定 33,700

建設物価 積算資料
分類 単価コード

注
意
事
項

名称 規格 備考単位 地区名
出
典

令和2年3月（臨時改定）
単価表　1-1


